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平
成
31
年
度
　
新
入
生
を
迎
え
て

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
大
学
生
活
に
期
待
や
不
安
な
ど
様
々

な
思
い
を
抱
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
遠
慮
せ
ず
、
先
生
方
や
先
輩
方
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
力
に
な
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　

大
学
生
の
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
興
味
の
あ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
挑
戦

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
是
非
こ
の
貴
重
な
４
年
間
を
有

効
活
用
し
て
、
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
学
友
会
も
、
そ
の
助
け
が
出
来
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
過
ご
す
「
新
し
い
自
分
」
の
時
間
を
、
楽
し
く
、

大
切
に
し
て
下
さ
い
。

　

ヤ
マ
ザ
キ
マ
リ
『
仕
事
に
し
ば
ら
れ
な
い
生
き
方
』（
小

学
館
新
書
、
２
０
１
８
年
）
に
、「
頼
む
よ
、
自
分
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
面
白
い
で
す
ね
。「
何
が
あ
ろ
う

と
、
ど
こ
か
で
私
の
こ
と
を
じ
っ
と
見
て
い
る
、
も
う
ひ

と
り
の
私
が
い
る
。
自
分
は
自
分
を
見
放
さ
な
い
。
そ
う

思
う
と
、
強
く
な
れ
た
し
、
な
ん
だ
っ
て
で
き
る
気
が
し

ま
し
た
」（
67
ペ
ー
ジ
）
と
あ
り
ま
す
。
14
歳
で
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
一
人
旅
し
、
窮
地
に
陥
っ
た
際
に
「
発
見
し
た
」
こ

と
で
す
。

　

14
歳
と
い
え
ば
中
学
生
、
行
動
力
に
は
感
心
し
ま
す
が
、

実
際
は
無
謀
な
旅
。
私
で
あ
れ
ば
絶
対
に
「
止
め
た
ら
」

と
言
い
ま
す
。
で
も
、
そ
こ
が
ヤ
マ
ザ
キ
家
の
ヤ
マ
ザ
キ

マ
リ
た
る
所
以
。
家
庭
で
の
家
族
の
あ
り
方
が
「
生
き
る

力
」
に
伝
わ
る
、
そ
ん
な
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

ヤ
マ
ザ
キ
マ
リ
は
、「
風
呂
」
が
テ
ー
マ
の
代
表
作
「
テ

ル
マ
エ
・
ロ
マ
エ
」
で
著
名
な
漫
画
家
。
阿
部
寛
な
ど
日
本

人
に
し
て
は
「
濃
い
」
俳
優
が
多
く
出
る
映
画
と
し
て
も
話

題
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
に
は
い
た
っ
て
日
常
の
「
風

呂
」、違
っ
た
目
で
み
れ
ば「
奥
が
深
い
」よ
う
で
す
。「
銭
湯
」

と
も
な
れ
ば
な
お
さ
ら
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
日
本
留
学
生
が

「
お
湯
も
人
も
温
か
い
」
と
、『
銭
湯
は
、小
さ
な
美
術
館
』（
啓

文
社
書
房
）
と
し
て
出
版
す
る
ほ
ど
奥
は
深
い
の
で
す
。

学
長
　
　
廣
江
　
彰

大
学
は
自
分
磨
き
を
行
っ
て
、「
強
い
」自
分
を

　
　
　
創
り
上
げ
る「
場
」。張
り
切
っ
て
下
さ
い
。

学
友
会

　
会 

長
　 

栗 

林
　
南 

月

町田キャンパス
〒194-0292 東京都町田市相原町2600番地
TEL.042-782-9811（代表）

千代田三番町キャンパス
〒102-8341 東京都千代田区三番町22番地
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「
テ
ル
マ
エ
」
は
、
日
本
で
言
え
ば
「
銭
湯
」、
つ
ま

り
公
衆
浴
場
で
す
。
式
亭
三
馬
「
浮
世
風
呂
」
に
は
、
富

め
る
者
も
そ
う
で
な
い
者
も
、
江
戸
の
公
衆
浴
場
で
は

「
無
欲
」
と
な
っ
て
語
り
合
う
、
そ
ん
な
姿
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

　

私
が
何
を
言
い
た
い
の
か
。
大
学
は
学
生
教
職
員
が

「
学
び
合
う
」
こ
と
で
、「
風
呂
」
同
様
、
隔
て
な
く
語

り
合
う「
場
」だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
学
ぶ
と
い
う「
お
湯
」

に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
り
、「
新
し
い
自
分
」
へ
の
磨
き
を
か

け
て
下
さ
い
。「
頼
む
よ
、
自
分
」
と
い
う
強
い
自
分
に
。
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平
成
31
年
度　

学
友
会
役
員
決
定

　

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　

会　

長　
 

栗 

林　

南 

月　

 

３
Ｄ
Ｂ

　
　
　

役　

員　

 
遠 
藤　

優 

菜　

 

３
Ｐ
Ａ

　
　
　

役　

員　

 

井 
上　

明
日
香　

２
Ｄ
Ａ

　

千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　

副
会
長　

 

下 

田　

さ
く
ら　

３
Ｇ
Ａ

　

２
０
１
８
年
度
第
55
回
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
は
「Flow

er 

〜

w
elcom

e to K
V
A
 garden 

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
然

豊
か
な
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
や
学
生
の
も
つ
パ
ワ
ー
、
そ
れ

ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
・
模
擬
店
を

Flow
er

と
し
て
、
11
月

17
日
（
土
）・
18
日
（
日
）
に
開
催
し
、
在
学
生
を
中
心

に
約
８
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

毎
回
注
目
さ
れ
て
い

る
ゲ
ス
ト
で
は
、
俳
優

の
志
尊
淳
さ
ん
に
よ
る

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
そ
の

ほ
か
、
子
ど
も
達
に
大

人
気
の
ア
ン
パ
ン
マ
ン

シ
ョ
ー
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
ラ
イ
ブ
な
ど
も
あ
り
、

皆
さ
ん
に
笑
顔
を
届
け

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

12
月
１
日
（
土
）、
二
松
学
舎
大
学
中
洲
記
念
講
堂
に
お

い
て
、「
千
代
田
区
内
近
接
大
学
の
高
等
教
育
連
携
強
化
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

千
代
田
区
長
に
よ
る
基
調
講

演
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
５
大
学

の
総
長
・
学
長
、
千
代
田
区
長

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、「
千
代
田
区

キ
ャ
ン
パ
ス
コ
ン
ソ
の
描
く
大

学
間
連
携
・
地
域
連
携
の
展
望
」

の
テ
ー
マ
の
も
と
、
来
場
者
か

ら
の
質
問
に
答
え
つ
つ
、
10
年

後
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
理
想

像
な
ど
を
討
論
し
ま
し
た
。

「
千
代
田
区
内
近
接
大
学
の
高
等
教
育
連
携
強
化

  

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　

平
成
30
年
11
月
17
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
、
町
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
校
法
人
東
京
家
政
学
院
奨
学
金
と
光

塩
会
奨
学
金
の
授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
学
校
法
人
東
京
家
政
学
院
奨
学
金
と
光
塩
会
奨

学
金
は
、
勉
学
に
努
力
し
た
２
年
生
以
上
の
成
績
優
秀

者
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
、
各
学
科
か
ら
の
推
薦
を
受

け
毎
年
教
授
会
で
授
与
者
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

　

授
与
式
に
は
廣
江
学
長
ほ
か
大
学
役
職
者
、
光
塩
会

か
ら
は
会
長
・
副
会
長

が
参
列
し
ま
し
た
。
廣

江
学
長
か
ら
学
校
法
人

東
京
家
政
学
院
奨
学
金

の
授
与
が
行
な
わ
れ
、

次
に
永
山
光
塩
会
会
長

か
ら
光
塩
会
奨
学
金
の

授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
学
長
と
光

塩
会
会
長
か
ら
、
祝
福

と
激
励
の
お
言
葉
が
あ

り
、
和
や
か
な
中
で
授

与
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度　

奨
学
金
授
与
式

Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
開
催

千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の

 
 

　

パ
ソ
コ
ン
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

春
休
み
中
に
、
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
実
習

室
（
１
６
０
１
教
室
）
の
パ
ソ
コ
ン
と
設
備
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
２
０
１
９
年
４
月
か
ら
第
１
パ
ソ
コ
ン
室
と
し

て
運
用
を
始
め
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
は
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

10
・
ワ
イ
ド
画
面
（
２
３
・
８
イ
ン
チ
）
の
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
パ
ソ
コ
ン
に
な
り
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
教
室
（
１
８
０
９
教
室
）
は
、
名
前
が
第
２

パ
ソ
コ
ン
室
に
変
わ
り
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
10
に
ア
ッ
プ
グ

レ
ー
ド
さ
れ
ま
す
。

奨学金授与式後　出席者全員で記念撮影

総長・学長・千代田区長によるパネルディスカッション
（本学学長は、右から３番目）

　

１
月
12
日
（
土
）
に
千
代
田
三

番
町
キ
ャ
ン
パ
ス 

ア
リ
ー
ナ
に

て
学
友
会
主
催
の｢

球
技
大
会｣
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
種
目

は
、
お
な
じ
み
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
。

全
参
加
チ
ー
ム
総
当
た
り
戦
の
結

果
、
初
出
場
の
１
年
生
チ
ー
ム

「
チ
ョ
ロ
コ
ロ
」
が
圧
倒
的
な
パ
ワ
ー
と
技
術
で
、
見
事
に

全
勝
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
昨
年
優
勝
チ
ー
ム
は
２
位
、

ま
た
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
ラ
ク
ロ
ス
部
（
３
位
）
も
参

加
し
大
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

球
技
大
会

優勝賞品の1Dayパスポートに
喜ぶ優勝メンバー

大人気のアンパンマンショー！

2　学院だより 2019年4月発行



　

食
物
学
科
は
平
成
30
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
昨

年
度
は
、
１
年
次
の
学
生
だ
け
で
し
た
が
、
縁
あ
っ
て
平

成
30
年
11
月
11
日
、
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ

た
第
５
回
町
田
市
食
育
フ
ェ
ア
に
初
出
展
す
る
こ
と
に
な

り
学
生
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、「
地
域
に
貢
献
し
た
い
」、「
実

践
社
会
で
学
び
た
い
」
等
、
や
る
気
・
元
気
の
あ
る
学
生

が
19
名
も
集
ま
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
人
々
に
ど
の
よ
う
な
食
育
を
す
れ
ば
良
い
か
悩

ん
だ
末
、
ゲ
ー
ム
感
覚
の
体
験
型
食
育
ク
イ
ズ
「
和
食
の

お
き
方
わ
か
る
か
な
？
」、「
こ
ん
な
に
多
い
の
！
１
日

分
の
野
菜
」
を
出
題
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
食
物
学
科

の
先
生
方
に
参
加
者

に
な
っ
て
頂
き
、
リ

ハ
ー
サ
ル
を
繰
り
返

し
た
甲
斐
あ
っ
て
、

当
日
は
２
２
１
名
の

方
に
ミ
ニ
食
育
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら

「
し
っ
か
り
し
て
い

て
大
学
４
年
生
だ
と

思
い
ま
し
た
」
と
お

褒
め
頂
き
ま
し
た
。

学
生
に
と
っ
て
も
地
域
の
人
々
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学

び
、
成
長
さ
せ
て
頂
い
た
貴
重
な
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
食
育
活
動
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
地
域
住
民

の
食
生
活
実
態
と
学
生
自
身
に
対
す
る
教
育
効
果
に
つ
い

て
、
今
後
学
会
発
表
し
て
い
く
予
定
で
す
。

よ
う
こ
そ
！ 

児
童
学
科
「
わ
く
わ
く
シ
ア
タ
ー
」へ

　

児
童
学
科
で
は
、
毎
年
、Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
で
地
域
の
子
ど
も

た
ち
を
対
象
に
、
歌
や
人
形
劇
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
ダ
ン

ス
な
ど
を
楽
し
む
「
わ
く
わ
く
シ
ア
タ
ー
」
を
２
年
生
が

大
江
ス
ミ
記
念
ホ
ー
ル
で
上
演
し
て
い
ま
す
。

　

現
代
生
活
学
部
現
代
家
政
学
科
は
、
２
０
１
８
年
度
千
代

田
区
千
代
田
学
に
「
江
戸
エ
コ
に
学
ぶ
、
千
代
田
の
食
品
ロ

ス
削
減―

ヘ
ル
シ
ー
な
食
、
工
夫
し
て
楽
し
む
、
思
い
を
馳

せ
る―

」
を
テ
ー
マ
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
高
校
の
家
庭
科
教
員
を

目
指
し
「
家
庭
科
教
育
法
」
を

履
修
し
て
い
る
３
年
生
22
名
が
、

江
戸
時
代
に
、
現
代
で
い
う
「
エ

コ
」
な
暮
ら
し
が
様
々
な
と
こ

ろ
で
実
践
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

着
目
し
、
食
品
ロ
ス
削
減
を
テ
ー

マ
に
、
江
戸
エ
コ
か
る
た
の
読

み
札
・
絵
札
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
、
大
江
文
庫
の

錦
絵
な
ど
を
参
考
に
、
江
戸
の
農
と
食
を
つ
な
ぐ
創
意
工
夫

や
、
廃
棄
を
次
の
生
産
に
つ
な
ぐ
知
恵
か
ら
「
庶
民
の
味
」

が
編
み
出
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
44
組
の
か
る
た
に
文
字
と
絵

で
表
し
ま
し
た
。
か
る
た
一
枚
一
枚
に
は
学
生
た
ち
が
読
み

取
っ
た
江
戸
エ
コ
の
知
恵
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

千
代
田
区
の
消
費
生
活
展
や
、
ち
よ
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ

ボ
ラ
イ
ブ
な
ど
に
江
戸
エ
コ
か
る
た
を
、
出
展
し
、
好
評
の

な
か
で
地
域
の
方
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

千
代
田
学「
江
戸
の
か
る
た
作
成
」

　
　
江
戸
エ
コ
か
る
た
で
千
代
田
の
食
品
ロ
ス
削
減

　

本
公
演
は
、
幼
稚
園
教
諭
や
保
育
士
を
め
ざ
す
学
生
の

履
修
科
目
で
あ
る
「
保
育
内
容
演
習
言
葉
・
保
育
内
容
演

習
表
現
・
保
育
内
容
演
習
人
間
関
係
」
と
い
う
３
つ
の
演

習
授
業
が
協
力
し
て
行
っ
て
お
り
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
か

ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
楽
し
め
る
児
童

学
科
の
名
物
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

中
に
は
毎
年
来
て
下
さ
る
常
連
さ
ん
や
、
午
前
と
午
後

の
２
回
あ
る
公
演
の
両
方
に
来
て
下
さ
る
ご
家
族
も
い

ら
っ
し
ゃ
り
、
い
つ
も
温
か
い
感
想
を
い
た
だ
き
、
学
生

た
ち
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
12
回
目
と
な
る
２
０
１
８

年
度
の
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
で
は
、
朗
読

劇
や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
ス
ト

ン
プ
（
本
来
楽
器
で
は
な
い
身

近
な
道
具
等
を
使
用
し
た
音
楽

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）、
音
楽
劇
な

ど
を
上
演
し
、
大
好
評
で
し
た
。

毎
年
、
公
演
の
最
後
に
行
わ
れ

る
、
演
者
も
観
客
も
一
体
と
な
っ

て
歌
っ
て
踊
る
フ
ィ
ナ
ー
レ
で

は
、
今
年
は
子
ど
も
た
ち
も
舞

台
に
一
緒
に
上
が
っ
て
、
皆
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

児
童
学
科
２
年
生
は
４
年
間
の
中
で
も
最
も
授
業
数
が

多
く
、
忙
し
い
合
間
を
縫
っ
て
の
準
備
や
練
習
は
大
変
な

の
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
、
キ
ラ
キ
ラ
し
た
瞳
や
弾
け

る
笑
顔
で
「
楽
し
か
っ
た
！
」
と
全
身
で
喜
び
を
伝
え
て

く
れ
る
姿
に
、
座
学
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
達
成
感
や
充

実
感
を
得
て
い
ま
す
。
保
育
者
を
目
指
す
学
生
た
ち
に

と
っ
て
、
き
っ
と
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
大
学
Ｈ
Ｐ
で
も
一
部
動
画
を
公
開
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

家庭科教育法で江戸エコかるたを
作成した3年生たち

「わくわくシアター２０１８」公演のフィナーレの様子

食
物
学
科

　
　
第
５
回
町
田
市
食
育
フ
ェ
ア
へ
初
出
展

体験型食育クイズ「こんなに多いの！１日分の野菜」の問題
に挑戦し、１日の必要量350gの野菜を並べている様子。
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ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
ジ
ャ
パ
ン
と
の
連
携

　

生
活
文
化
博
物
館
で
は
、
文
部
科
学
省
情
報
ひ
ろ
ば
に

て
企
画
展
示｢

江
戸
時
代
の
食
文
化
を
今
に
活
か
す
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
の
展
示
募
集
に
応
募
し
、
採
択
さ
れ
実
現

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
料
理
書
の
特
徴

や
本
膳
料
理
・
会
席
料
理
の
様

式
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
料

理
書
か
ら
の
再
現
料
理
を
食
品

サ
ン
プ
ル
化
し
た
標
本
を
展
示

し
ま
す
。
ま
た
、
再
現
料
理
を

取
り
入
れ
た
、
栄
養
学
的
に
も

評
価
さ
れ
る
献
立
例
も
紹
介
し
、

料
理
の
レ
シ
ピ
を
記
載
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
。

　

な
お
、
会
期
中
に
は
本
学
名
誉
教
授
江
原
絢
子
氏
に
よ

る
食
文
化
に
つ
い
て
の
講
演
会
も
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間

　

２
０
１
９
年
５
月
７
日
（
火
）―

８
月
20
日
（
火
）（
予
定
）

　

※

講
演
会
の
期
日
は
大
学
Ｈ
Ｐ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

現
代
家
政
学
科
の
授
業
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
ラ
ー
演

習
」
で
は
、
今
年
も
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
ジ
ャ
パ

ン
と
の
産
学
連
携
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
連
携
も
回
を
重

ね
４
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
の
対
象
店
舗
は
目
黒
駅
に
近
い
「
目
黒
セ
ン
ト
ラ

ル
ス
ク
エ
ア
店
」
で
す
。
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
も
完
備
さ
れ

た
こ
の
店
舗
に
学
生
た
ち
も

創
作
意
欲
を
掻
き
立
て
ら
れ

た
よ
う
で
し
た
。
完
成
し
た

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
は
ユ
ニ
ー

ク
な
も
の
が
多
く
、
ス
タ
バ

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
み
な
さ
ん

か
ら
も
お
褒
め
の
言
葉
や
、

率
直
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
学
生
か
ら
は
「
店
舗
調
査
か
ら
始
め
、
作
品
を

創
作
す
る
作
業
は
難
し
か
っ
た
が
、
と
て
も
や
り
が
い
が

あ
っ
た
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
産
学
連
携
の
意

義
や
大
切
さ
を
実
感
し
た
貴
重
な
授
業
と
な
り
ま
し
た
。

青
森
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
参
加
し
て

　

２
０
１
８
年
９
月
10
日
か
ら
９
月
13
日
の
３
泊
４
日
、

上
村
研
究
室
の
卒
業
研
究
生
７
名
が
青
森
県
西
北
地
域
県

民
局
主
催
の
「
大
学
生
が
魅
力
を
感
じ
る
農
山
漁
村
体
験

と
観
光
を
組
み
合
わ
せ
た
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」（
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
普
及
拡
大
事
業
の
一
環
）
に
参
加
し
、

青
森
県
板
柳
町
、
鰺
ヶ
沢
町
、
深
浦
町
な
ど
を
訪
れ
ま
し

た
。
青
森
の
方
々
は
「
よ
ぐ

来
た
の
〜
」
と
優
し
く
迎
え

て
く
だ
さ
り
交
流
を
楽
し
み

ま
し
た
。
ま
た
農
家
民
泊
や

農
業
体
験
を
し
、
生
活
改
善

グ
ル
ー
プ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
ち
と
一
緒
に
魚
を
さ
ば
き

地
元
料
理
作
り
も
経
験
し
ま

し
た
。
東
京
で
は
味
わ
え
な

い
青
森
県
西
北
地
域
な
ら
で
は
の
魅
力
を
発
見
、
そ
し
て

実
際
に
自
分
の
目
で
見
て
触
れ
て
み
る
こ
と
で
農
業
の
営

み
や
地
域
の
自
然
・
文
化
の
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
４
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

「
特
別
公
開
講
座
」
開
催
報
告

　

町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
平
成
3 0
年
1 1
月
2 9
日

（
木
）
に
群
馬
大
学
名
誉
教
授
の
高
橋
久
仁
子
氏
を

お
迎
え
し
て
「
メ
デ
ィ
ア
に
惑
わ
さ
れ
な
い
食
生

活
〜
食
情
報
を
見
極
め
る
力
を
〜
」
を
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
、
平
成
3 0
年
1 1
月
2 2
日
（
木
）
に
千
葉

県
病
院
事
業
者
（
病
院
局
長
）
矢
島
鉄
也
氏
に
よ

生
活
文
化
博
物
館

　
文
部
科
学
省
情
報
ひ
ろ
ば
展
示

　
　「
江
戸
時
代
の
食
文
化
を
今
に
活
か
す
」開
催

る
「
健
診
を
受
け
て
、

健
康
日
本
2 1
を
実
現

す
る
」
の
演
題
で
特

別
公
開
講
座
が
開
講

さ
れ
、
両
キ
ャ
ン
パ

ス
と
も
に
、
好
評
の

う
ち
無
事
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

生活改善グループのおばあちゃんたちと
魚調理をしている様子

発表会風景
（前列手前は講評中のスターバックスの
デザイナーのみなさん）

千代田三番町キャンパス・ローズホールにて
講演される矢島鉄也氏

本膳料理

「
公
開
講
座
」
開
催
報
告

　

平
成
30
年
度
東
京
家
政
学
院
大
学
公
開
講
座
は
、
４
講

座
が
好
評
の
う
ち
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
の
予
定
は
、
決
ま
り
次
第
順
次
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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オープンキャンパス 2019 開催日程

日 程 ・ 開 催 時 間 テ ー マ
千代田三番町キャンパス

月

月

12

9

5

6

10：00 ～ 14：00

10：00 ～ 16：00

（日）

（日）

日

日

月 166 10：00 ～ 16：00（日）日 進学相談会として開催

東京家政学院をもっと知ろう！
～大学の学びをイメージしながらキャンパスライフを体験しよう～

充実したキャンパスライフと入試を知る1日
「小論文対策講座」で文章の種類や違いを理解しよう！　「面接体験」で面接スキルもアップさせよう！

AO入試エントリー開始間近！
「教員による相談コーナー」ですべての疑問を解決！

AO入試エントリー開始！志望学科への理解を深めよう！
8 月は高 1・2 年生向けのイベントも実施！

AO入試エントリー開始！志望学科への理解を深めよう！
8 月は高 1・2 年生向けのイベントも実施！

夏休みもそろそろ終わり！
「教員による相談コーナー」で進路や入試についてしっかり情報を集めよう。

一般入試対策講座 Day（国語・生物の入試問題対策講座開催）
～個別相談ですべての疑問を解決しよう！高 1・2 年生はここからスタート！～

町田キャンパス

月

月

月

月

月

14

3

4

25

23

7

8

8

8

11

10：00 ～ 16：00

10：00 ～ 16：00

10：00 ～ 16：00

10：00 ～ 16：00

10：00 ～ 14：00

（日）

（土）

（日）

（日）

（土）

日

日

日

日

日

（ローズ祭同日開催）

日 程 ・ 開 催 時 間 テ ー マ

月

月

月

月

月

月

月

26

23

15

21

3

24

5

5

6

7

7

8

8

10

10：00 ～ 15：00

10：00 ～ 15：00

10：00 ～ 15：00

10：00 ～ 15：00

10：00 ～ 15：00

10：00 ～ 15：00

12：00 ～ 16：00

（日）

（日）

（日）

（土）

（土）

（土）

日

日

日

日

日

日

日

AO入試エントリー開始間近！
「教員による相談コーナー」ですべての疑問を解決！

東京家政学院をもっと知ろう！
～大学の学びをイメージしながらキャンパスライフを体験しよう～

充実したキャンパスライフと入試を知る1日
「小論文対策講座」で文章の種類や違いを理解しよう！　「面接基礎講座」で面接スキルもアップさせよう！

AO入試オープンキャンパス参加型対象の体験授業開催！

AO入試エントリー開始！志望学科への理解を深めよう！
8 月は高 1・2 年生向けのイベントも実施！

夏休みもそろそろ終わり！
「教員による相談コーナー」で進路や入試についてしっかり情報を集めよう。

推薦入試直前！
「面接体験」で面接の雰囲気を知ろう！

進学相談会として開催月911 10：00 ～ 16：00（土）・日 10 （日）日
（KVA祭同日開催）

（月・祝）

〈 お問合せ先 〉　東京家政学院大学・大学院 入試広報グループ
〒194-0292 東京都町田市相原町2600番地
TEL 042-782-9411　 ／ 　URL https://www.kasei-gakuin.ac.jp/　 ／ 　E-mail  nyushi@kasei-gakuin.ac.jp

〈 お問合せ先 〉　東京家政学院大学・大学院 入試広報グループ
〒194-0292 東京都町田市相原町2600番地
TEL 042-782-9411　 ／ 　URL https://www.kasei-gakuin.ac.jp/　 ／ 　E-mail  nyushi@kasei-gakuin.ac.jp

2020年度 入試日程
入　試　種　別 日　程 出   願   期   間　※1 試　　験　　日 合 格 発 表 日 入学手続締切日
Ａ  Ｏ  入  試
オープンキャンパス
参 加 型

月

月
月
月
月
月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

2

2
4
24
26
18

18

29

6

6

6

20

20

20

28

3

1

6

28

3

9

9
10
10
2
10

11

11

 1

1

1

1

1

1

10

2

10

1

10

2

（月）

（月）
（金）
（木）
（水）
（金）

（月）

（金）

（月）

（月）

（月）

（月）

（月）

（月）

（月）

（月）

（火）

（月）

（月）

（月）

日

日
日
日
日
日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

～

～
～
～
～
～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

月

月
月
月
月
月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

10

10
15
30
4
26

30

7

18

29

4

30

17

7

9

13

16

21

9

13

9

9
10
10
3
10

11

12

1

1

3

1

2

3

11

2

10

1

11

2

（火）

（火）
（火）
（水）
（水）
（土）

（土）

（土）

（土）

（水）

（水）

（木）

（月）

（土）

（土）

（木）

（水）

（火）

（土）

（木）

日

日
日
日
日
日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

月

月

月

月
月

月

月

月

月

月

月

月

月

2

7

14

26
28

6

12

16

21

16

21

16

21

11

12

12

1
1

2

3

11

2

11

2

11

2

（土）

（土）

（土）

（日）
（火）

（木）

（木）

（土）

（金）

（土）

（金）

（土）

（金）

日

日

日

日
日

日

日

日

日

日

日

日

日

月

月
月
月
月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

17

17
21
2
9

7

11

17

30

10

16

12

28

17

19

25

19

25

19

25

9

9
10
11
3

11

12

12

1

2

3

2

2

3

11

2

11

2

11

2

（火）

（火）
（月）
（土）
（月）

（木）

（水）

（火）

（木）

（月）

（月）

（水）

（金）

（火）

（火）

（火）

（火）

（火）

（火）

（火）

日

日
日
日
日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

ー

Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期
Ⅳ期

Ⅰ期

Ⅱ期

－

A 方式
Ⅰ期

A 方式
Ⅱ期

B方式

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅲ期

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅰ期

Ⅱ期

推 薦 入 試

スカラシップ入試

一 般 入 試

セ ン タ ー 試 験
利 用 入 試

私 費 外 国 人
留 学 生 試 験

編 入 学 試 験
・

学 士 入 学 試 験

別に定められた
出願前の面談日

月
月
18
19

1
1

（土）
（日）

日
日

大 学 入 試
セ ン タ ー 試 験

月

月
月
月
月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

27

27
30
13
18

15

20

25

7

20

26

20

9

26

28

5

28

5

28

5

9

9
10
11 
3

11

12

12

2

2

3

2

3

3

11

3

11

3

11

3

（金）

（金）
（水）
（水）
（水）

（金）

（金）

（水）

（金）

（木）

（木）

（木）

（月）

（木）

（木）

（木）

（木）

（木）

（木）

（木）

日

日
日
日
日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

※1 出願期間は、郵送での受付期間（最終日の消印有効）を表します。
※2 窓口受付は、千代田三番町、町田の両キャンパスで行います。
※3 私費外国人留学生試験の窓口受付は、郵送出願期間中（土・日曜、祝日を除く）の町田キャンパス入試広報グループ窓口に限ります。
※4 一般入試免除合格者の入学手続締切日は2月7日（金）となります。
★日程は変更になる場合があります。詳細は大学案内、学生募集要項をご参照ください。

Ａ  Ｏ  入  試
課 題 型 ・
活 動 報 告 型

特 別 選 抜 試 験
社 会 人 ・
海 外 帰 国 子 女

窓口受付：10月28日（月）※2

窓口受付：12月  2日（月）※2

窓口受付：12月  9日（月）※2

窓口受付：  1月20日（月）※2

窓口受付：  1月30日（木）※2

窓口受付：  3月  5日（木）※2

窓口受付：  1月31日（金）※2

窓口受付：  2月18日（火）※2

窓口受付：  3月  9日（月）※2

窓口受付：11月11日（月）※2

窓口受付：  2月14日（金）※2

窓口受付：上記期間中 ※3

窓口受付：上記期間中 ※3

窓口受付：11月11日（月）※2

窓口受付：  2月14日（金）※2

※4
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新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
中
学
生
は
６
年
間
、
高
校
生
は
３
年
間
、
こ
の

家
政
学
院
で
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
合
格
通
知
を
受

け
取
っ
た
そ
の
日
か
ら
、
皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学

校
生
活
に
多
く
の
期
待
を
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
新

し
い
友
達
と
の
出
会
い
は
き
っ
と
皆
さ
ん
を
更
な
る
成
長

へ
と
導
い
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
本
学
院
の
教
育
目
標
は
、
皆
さ
ん
全
員
が
希
望
す
る
進

学
先
に
進
む
こ
と
の
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
本
校
で
は
次
の
３
つ
の
柱
に
沿
っ
て
指

導
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
学
力
で
す
ね
。
本
校
で
は
基
礎
学
力
を
し
っ
か

り
と
身
に
つ
け
る
こ
と
に
時
間
を
費
や
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
れ
を
も
と
に
論
理
的
思
考
に
裏
付
け
さ
れ
た
、

つ
ま
り
知
識
を
実
生
活
で
活
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
真

の
学
力
」
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
本
校

独
自
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）

に
沿
っ
て
、
習
熟
度
別
授
業
、
補
習
、
講
習
と
徹
底
し
た

少
人
数
で
の
指
導
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
自
分
の
個
性
あ
る
い
は
特
性
を
最
大
限
に
活
か

せ
る
進
路
選
択
が
で
き
る
能
力
を
「
進
路
指
導
」
に
よ
っ

て
身
に
つ
け
ま
す
。
本
校
の
進
路
指
導
の
特
徴
は
「
自
分

を
知
る
」
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
で
す
か
ら
結
果
と
し

て
後
悔
し
な
い
、
自
分
自
身
が
納
得
の
で
き
る
進
路
に
巣

立
っ
て
ゆ
け
る
の
で
す
。

　
最
後
は
、
社
会
性
を
育
む
指
導
で
す
。
本
校
は
建
学
の

入
学
生
の
皆
さ
ん
へ校

長
　
　
長
尾
　
宏

精
神
に
則
っ
た
独
自
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
、
ラ
イ
フ
キ
ャ

リ
ア
教
育
に
よ
っ
て
、
社
会
人
と
し
て
も
、
家
庭
人
と
し

て
も
輝
く
こ
と
の
で
き
る
能
力
を
育
て
ま
す
。
そ
し
て
、

ス
マ
ー
ト
で
エ
レ
ガ
ン
ト
な
女
性
と
し
て
、
本
校
の
卒
業

生
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
、
社
会
に
巣
立
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
中
に
ま
だ
眠
っ
て
い
る
、
沢
山
の
「
潜
在
能

力
」
を
私
た
ち
と
一
緒
に
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

～ ２０１９年度行事予定 ～
常磐祭（第一部 体育祭）

日にち： ９月１２日（木）
会　場： 東京武道館

常磐祭（第二部 文化祭）
日にち： １０月５日（土）～６日（日）
会　場： 本校

合唱祭
日にち： ２０２０年１月２４日（金） 
会　場： 練馬文化センター

※入試校内説明会予定は、８頁をご覧ください。

〒102-8341
東京都千代田区三番町22番地
TEL.03-3262-2255（中学）
TEL.03-3262-2256（高校）

URL https://www.kasei-gakuin.ed.jp/
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実
行
委
員
長　

鈴 

木  

言 

葉

　

ご
き
げ
ん
よ
う
。１
月
15
日
、合
唱
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
い
間
練
習
を
重
ね
て
、
本
番
で
は
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
そ

の
成
果
を
発
揮
し
、
す
ば
ら
し
い
合
唱
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

中
学
１
年
生
は
、
元
気
で
明
る
い
歌
声
を
、
２
年
生
は

去
年
以
上
に
す
ば
ら
し
く
、

３
年
生
は
中
学
最
高
学
年

に
ふ
さ
わ
し
い
合
唱
で
し

た
。
今
年
は
、
中
学
全
員

で
キ
ャ
ン
パ
ス
ソ
ン
グ
、

「
前
へ
ま
え
へ
」
を
合
唱
し
、

迫
力
あ
る
演
奏
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

高
校
１
年
は
、
多
く
の

生
徒
に
と
っ
て
初
め
て
の

合
唱
祭
で
し
た
が
一
生
懸

命
歌
う
姿
に
感
動
し
ま
し

た
。
高
校
２
年
生
は
最
後

の
合
唱
祭
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

ど
の
ク
ラ
ス
も
力
強
い
合
唱
を

ホ
ー
ル
に
響
か
せ
ま
し
た
。
ま
た

最
後
の
全
員
合
唱
で
は
、
先
生
方

と
生
徒
が
一
体
と
な
っ
て
ゆ
ず
の

「
栄
光
の
架
橋
」
を
歌
い
ま
し
た
。

ど
ん
な
困
難
が
あ
っ
て
も
前
に
進

む
勇
気
を
く
れ
る
曲
だ
と
思
い
ま

し
た
の
で
、
こ
の
曲
を
選
び
ま
し
た
。
会
場
も
盛
り
上
が

り
、
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
ご
来
場
い
た
だ
い
た

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

卒
業
式

　

ご
き
げ
ん
よ
う
。
今
年
の
成

人
を
祝
う
会
は
晴
天
の
中
、
平

成
31
年
１
月
14
日
（
月
）、
大

江
ス
ミ
記
念
ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
に

て
「
第
７
回
成
人
を
祝
う
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
高
等
学
校

卒
業
生
約
35
名
が
、
美
し
い

晴
れ
着
姿
で
参
加
さ
れ
、
旧

友
や
恩
師
と
の
久
し
ぶ
り
の

再
会
に
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
教
員
が
卒
業
生
の

名
前
を
引
き
、
当
た
っ
た
卒
業

生
は
参
加
者
の
前
に
出
て
、
一

言
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ

て
か
ら
く
じ
を
引
き

景
品
獲
得
す
る
と
い

う
新
し
い
企
画
を
導

入
し
た
こ
と
で
、
よ

り
一
層
盛
り
上
が
る

祝
宴
と
な
り
ま
し
た
。

　

あ
づ
ま
会
と
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
役
員
の
方
々
、
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

成
人
を
祝
う
会

　

平
成
31
年
３
月
４
日
（
月
）、
大
江
ス
ミ
記
念
ロ
ー

ズ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
71
回
東
京
家
政
学
院
高
等
学

校
卒
業
式
が
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
沖
𠮷
理
事
長
、

宝
達
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
澤
田
あ
づ
ま
会
会
長
ほ
か
、
多
数

の
来
賓
や
保
護
者
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
卒
業

生
の
門
出
を
祝
福
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
大
江
賞
は
、
若
林
英
里
奈
さ
ん
が
受
賞
し

ま
し
た
。
ま
た
、
高
等
学
校
の
皆
勤
賞
は
、
12
名
が
受

賞
し
、
式
で
は
代
表
し
て
西
方
美
怜
さ
ん
が
受
け
取
り

ま
し
た
。
答
辞
は
、
卒
業
生
を
代
表
し
て
嶋
村
朋
美
さ

ん
が
最
後
ま
で
立
派
に
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

当
日
の
天
候
は
雨
、
外
は
冷
た
い
春
の
雨
が
降
っ
て

い
ま
し
た
が
、
会
場
の
中
は
こ
れ
か
ら
巣
立
ち
ゆ
く
卒

業
生
90
名
を
祝
福
す
る
温
か
な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

合
唱
祭
報
告

大江賞受賞
高校２年C組にトロフィー授与

キャンパスソングを歌う中学生

歓談中の様子全員での集合写真

第71回東京家政学院高等学校卒業式
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２
０
１
９
年
度
入
試
の
合
格
先
は
、
３
月
５
日
現
在
、

次
の
と
お
り
で
す
。
（
五
十
音
順
）

進
路
報
告

２０２０年度入試（実施：２０１９年度）　校内説明会 予定

２１１１２１１７２６３２２３１１１２１１１

学
校
名

大 

学
跡
見
学
園
女
子
大
学

大
妻
女
子
大
学

学
習
院
女
子
大
学

共
立
女
子
大
学

杏
林
大
学

駒
澤
大
学

駒
沢
女
子
大
学

実
践
女
子
大
学

十
文
字
学
園
女
子
大
学

淑
徳
大
学

城
西
大
学

上
智
大
学

白
百
合
女
子
大
学

聖
学
院
大
学

成
蹊
大
学

清
泉
女
子
大
学

聖
徳
大
学

専
修
大
学

大
東
文
化
大
学

玉
川
大
学

千
葉
工
業
大
学

帝
京
大
学

帝
京
平
成
大
学

東
京
医
療
保
健
大
学

東
京
家
政
学
院
大
学

東
京
工
芸
大
学

東
京
国
際
大
学

東
京
電
機
大
学

東
京
農
業
大
学

東
洋
大
学

東
洋
英
和
女
学
院
大
学

獨
協
大
学

日
本
大
学

日
本
女
子
大
学

文
京
学
院
大
学

法
政
大
学

武
蔵
野
大
学

横
浜
薬
科
大
学

立
正
大
学

駒
沢
女
子
短
期
大
学

女
子
美
術
大
学
短
期
大
学
部

帝
京
短
期
大
学

戸
板
女
子
短
期
大
学

日
本
歯
科
大
学
東
京
短
期
大
学

山
野
美
容
芸
術
短
期
大
学

人
数

学
校
名

人
数

６５１１３１１３２１１１２１３１３１１１１１２

23

◆中 学 校 ◆高 等 学 校

授業見学会 説　　明　　会 授業見学会 説　　明　　会

短 

期 

大 

学

※上記の名称は今後変更する場合があります。

※上記の名称は今後変更する場合があります。

11:00

11:00

11:00

11:00

11:00

11:00

11:00

11:00

11:00

11:00

4月20日（土）

5月25日（土）

9月  7日（土）

11月  9日（土）

6月15日（土）
千葉県民の日

10月  1日（火）
東京都民の日

10:00

10:00

10:00

10:00

10:00

9:00

14:00

10:00

10:30

10:30

10:30
14:00

適性検査型対策 1

過去問題解説説明会

クリスマスイベント

適性検査型対策 2
入試直前対策説明会

適性検査型対策 3
新タイプ入試勉強会 1

適性検査型対策 4
新タイプ入試勉強会 2

秋のばらフェスタ
（体験型）

体育祭・文化祭体験
（体験型）

夏休み特別スタディー
（体験型）

クラブ体験
（体験型）

ばらフェスタ
（体験型）

7月27日（土）

8月24日（土）

10月27日（日）

11月16日（土）

12月  7日（土）

12月  8日（日）

12月26日（木）
入試相談会（２）
※埼玉県在住の方対象

生徒会活動説明会

ばらフェスタ

入試直前対策説明会

入試相談会（１）

オープンスクール
（体験型）

キャリア ＆
進路指導説明会

10:00

9:30

10:00

10:30

14:00

10:00

10:00

6月  2日（日）

6月23日（日）

7月28日（日）

8月31日（土）

9月23日（月）

11月10日（日）

11月24日（日）

12月22日（日）

1月11日（土）

1月18日（土）

1月25日（土）

9月21日（土）

11月  2日（土）

6月15日（土）
千葉県民の日

10月  1日（火）
東京都民の日

不明な点はお問い合わせください。
（お問合せ先）
東京家政学院中学校・高等学校 入試事務室
電話 03-3262-2559（入試専用ダイヤル）
FAX 03-3262-2223 
URL https://www.kasei-gakuin.ed.jp/
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知識を高める
徳性を養う
技術を磨く

学
校
法
人
東
京
家
政
学
院

　
　
理
事
長
　
沖
𠮷
　
和
祐

新
年
度
を
迎
え
て
　
い
ま
、新
し
い
風「
家
政
」

東京家政学院 創立100周年記念募金 寄附者御芳名

学校法人東京家政学院
〒102-8341
東京都千代田区三番町22番地
（代表電話番号）03-3262-2251

URL https://www.kasei-gakuin.ac.jp/houjin/

　東京家政学院創立１００周年記念募金へのご協力に、厚く御礼申し上げます。ご寄附いただきました皆様への
感謝の意を込めまして、ここに御芳名をあげさせていただきます。［平成３０年８月～平成３０年１２月分］

石 川　直 子、
金 澤　良 枝、
佐々木由利子、
田 中 美智子、
堀 部 みどり、
渡 辺 　 徹　

　伊 藤 喜久榮、
亀 井 久美子、
佐 野　紀 子、
田 宮　知 子、
松 野　妙 子、

伊 藤 美枝子、
河 田　敦 子、
佐 原　成 夫、
仲 　　真 司、
宗 像　伸 子、

大 江　淳 子、
金 城 　 馨、
澤 田 三和子、
西 村　厚 子、
森　 　洋 子、

大 和田　寛、
小 林 つちの、
清 水　幹 裕、
原 澤　久 子、
山 城　尚 子、

岡 本　節 子、
込 山　弥 彦、
鈴 木　 茂、
福 原　綾 音、
山 口 　孝、

沖 吉　和 祐、
斉 藤　節 子、
田 中　清 章、
藤 居 眞理子、
山 本　聖 子、

ほか匿名希望の寄付者１６名（敬称略・五十音順）
リラ・フラウエンコール、　光塩会 大阪支部、　光塩会 熊本支部、　株式会社安田（順不同）

(故)

　

私
た
ち
の
体
の
組
織
は
、
新
陳
代
謝
を

繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
髪
の
毛
は
１
日
に

０
．
３
ミ
リ
、
爪
は
０
．
１
ミ
リ
く
ら
い

延
び
て
い
ま
す
。
胃
腸
の
細
胞
は
約
５
日

周
期
で
代
謝
し
、
心
臓
は
約
22
日
、
肌
は

約
28
日
、
筋
肉
は
約
２
箇
月
の
周
期
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
骨
、
血
管
、
脳
な
ど
の

組
織
も
代
わ
り
、
正
常
で
あ
れ
ば
、
私
た

ち
の
身
体
は
お
よ
そ
３
か
月
で
生
ま
れ
変

わ
る
そ
う
で
す
。

　

新
陳
代
謝
に
当
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組

織
は
   ”
記
憶
“   
を
伝
達
し
て
い
る
の
で
す

が
、
伝
達
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
シ
ミ
の

元
に
な
っ
た
り
、
認
知
の
程
度
が
下
が
っ

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
紫
外
線
な
ど
外
か

ら
の
影
響
で
癌
の
発
生
に
繋
が
っ
た
り
、

病
気
や
怪
我
で
組
織
を
失
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

本
学
院
に
は
、
毎
年
度
、
希
望
に
満
ち

た
学
生
・
生
徒
が
入
学
し
、
学
習
を
し
て

卒
業
、
社
会
に
巣
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
し
い
教
職
員
が
学
院
に
入
り
、
地
域
と

の
交
流
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
新
陳
代
謝
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
学
院
は

常
に
変
化
し
、
発
展
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

創
設
者
大
江
ス
ミ
先
生
の
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を

基
調
に
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
の
様
々
の

変
遷
を
経
て
、
４
年
後
に
は
、
記
念
す
べ

き
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

新
入
生
の
皆
様
、
ど
う
ぞ
学
院
に
若
い

力
、
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

新
し
い
血
と
し
て
、
互
い
に
学
び
合
い
、

競
い
合
い
、
支
え
合
い
つ
つ
未
来
を
拓
く

活
動
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た
い
。
キ
ャ
ン

パ
ス
の
内
外
で
、
ス
マ
ー
ト
社
会
に
相
応

し
い
「
知
」
と
「
術
」
を
習
得
し
、
そ
れ

を
社
会
で
正
し
く
活
か
す
エ
レ
ガ
ン
ト
な

「
心
」
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
豊
か
な

社
会
を
築
く
人
材
＝「
世
の
光
、
地
の
塩
」

と
し
て
存
分
に
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
同
窓
生
と
教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
、

皆
様
の
成
長
を
応
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
生
・
生
徒
、
保
護
者
、
同
窓
会
、

地
域
の
方
々
と
協
働
し
な
が
ら
、
社
会
の

変
化
に
貢
献
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
学
院

と
し
て
、
さ
ら
に
発
展
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
世
の
中
を
「
家
政
が
変
え
る
」

と
の
気
概
を
も
っ
て
、
共
に
歩
ん
で
参
り

ま
し
ょ
う
。

学院だより 2019年4月発行　9



　

ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

よ
う
こ
そ
東
京
家
政
学
院
へ
。

私
ど
も
、「
あ
づ
ま
会
」
は
、
東
京
家
政
学
院
高
等
学
校
の
同
窓
会
で
す
。

　

体
育
祭
で
は
、
中
学
３
年
生
の
「
み
の
り
」
高
校
３
年
生
の

「
荒
城
の
月
」
は
、
い
つ
も
特
別
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

文
化
祭
で
は
、
あ
づ
ま
会
の
お
部
屋
を
作
り
、
講
習
会
、
バ
ザ
ー
、

卒
業
生
の
作
品
展
な
ど
を
行
い
、
在
校
生
の
み
な
さ
ま
と
共
に
、

同
窓
会
が
一
つ
の
行
事
に
参
加
し
て
、
楽
し
い
時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

元
号
が
代
わ
り
ま
す
今
年
、
東
京
家
政
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校

の
創
立
80
周
年
を
迎
え
ま
す
。

秋
に
は
、「
お
祝
い
の
会
」
を
学
校
、Ｐ
Ｔ
Ａ
と
共
に
、
あ
づ
ま
会
も
、

一
緒
に
お
祝
い
い
た
し
ま
す
。

　

あ
づ
ま
会
の
主
な
活
動
は　

　

＊　

総
会
・
懇
親
会
の
開
催

　

＊　
「
あ
づ
ま
だ
よ
り
」
の
発
行

　

＊　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
配
信

　

＊　

奨
学
金
の
授
与

　

＊　

常
磐
祭
の
参
加

　

＊　

成
人
を
祝
う
会
の
後
援

　

＊　

校
章
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
ハ
ン
カ
チ
、

　
　
　

あ
づ
リ
ー
ヌ
の
コ
ン
パ
ク
ト
ミ
ラ
ー
の
販
売

新
入
生
に
向
け
て

　

御
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
入
会
を
光
塩
会
会
員
一
同
、
心
よ
り

歓
迎
い
た
し
ま
す
。

　

光
塩
会
は
、
東
京
家
政
学
院
で
学
ば
れ
た
方
々
の
同
窓
会
で
ご
ざ
い
ま
す
。

名
称
は
、
創
立
者
大
江
ス
ミ
先
生
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
由
来
は
、
聖

書
の
「
あ
な
た
が
た
は
地
の
塩
で
あ
る
。
世
の
光
で
あ
る
。」
の
聖
句
か
ら
名
付

け
ら
れ
、
卒
業
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
於
て
、
よ
い
働
き
を
為
す
よ
う
に
と
の

生
活
の
指
針
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

創
立
以
来
、
現
在
ま
で
五
万
人
の
同
窓
生
が
家
庭
に
、
社
会
に
活
躍
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
、
新
し
い
時
代
に
、
大
学
生
と
い
う
青
春
の
時
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ま
は
、

何
か
に
向
か
う
途
上
に
い
る
こ
と
の
幸
せ
に
心
を
躍
ら
せ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
学
生
生
活
は
、
あ
な
た
に
と
っ
て
「
宝
物
探
し
の
場
」
と
な
り
、

何
時
し
か
ご
自
身
の
宝
物
を
発
見
し
、
成
長
し
た
あ
な
た
に
変
容
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
学
び
の
場
に
あ
る
こ
と
の
幸
せ
を
満
喫
す
る
四
年
間
で
あ
り
ま
す
よ

う
、
同
窓
生
一
同
、
心
か
ら
声
援
を
送
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

光
塩
会
は
、
皆
さ
ま
と
同
窓
生
が
繋
が
れ
る
場
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ロ
ー
ズ
祭
、

Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
に
協
賛
し
、
参
加
い
た
し
ま
す
。
会
場
に
は
、
創
立
者
関
連
資
料
部

に
よ
る
学
院
の
歩
み
、
数
々
の
資
料
、
創
立
者
の
熱
い
女
子
教
育
へ
の
志
等
の

展
示
に
併
せ
て
、
会
員
の
素
晴
ら
し
い
作
品
展
、
全
国
支
部
か
ら
の
特
産
品
の

販
売
、
バ
ザ
ー
等
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
和
や
か
な
時
を
学
生
会
員
の
皆
さ

ま
と
ご
一
緒
に
味
わ
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
共
に
手
を
携
え
、

友
情
の
輪
を
広
げ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
光
塩
会
の
諸
活
動
は
、
千
代
田
三
番
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
Ｋ
Ｖ
Ａ
会
館

で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
ま
せ
。

新
入
生
の
皆
さ
ま
へ

光
塩
会

　
会
長
　
永
山
　
ス
ミ

あ
づ
ま
会

　
会
長
　
澤
田
　
三
和
子

東京家政学院
創立１００周年記念募金

お願いしています

〈 お問合せ先 〉
学校法人東京家政学院 募金事務局
電 話  ０３-３２６２-２２４２　／　FAX  ０３-３２６２-２１７４
E-mail  bokin@kasei-gakuin.ac.jp

あづリーヌのコンパクトミラーと
校章ストラップ
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薗
部  

め
ぐ

東
京
家
政
学
院
大
学 

現
代
生
活
学
部 

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科 

卒
業

「
願
い
を
カ
タ
チ
に
」
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社
会
の
な
か
で

　

私
の
夢
は
先
生
に
な
る
こ
と
で
し

た
。
幼
い
頃
か
ら
先
生
と
関
わ
る
こ
と

が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
幼
稚
園
を
卒
業

す
れ
ば
、
幼
稚
園
の
先
生
に
憧
れ
を
持

ち
。
小
学
校
を
卒
業
す
れ
ば
、
小
学
校

の
先
生
に
憧
れ
を
持
ち
。
中
学
校
、
高

等
学
校
と
卒
業
し
て
は
そ
の
校
種
の
先

生
に
憧
れ
を
持
ち
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

一
度
、
「
私
は
先
生
に
向
い
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
」
と
自
暴
自
棄
に
な
り
、

憧
れ
だ
っ
た
夢
を
諦
め
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ず
っ
と
思
い
続
け
て
き
た
夢
が

突
然
私
か
ら
い
な
く
な
っ
た
と
き
、

ぽ
っ
か
り
と
心
に
穴
が
開
い
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。
今
あ
の
時
の
こ
と
を

思
い
返
せ
ば
、
あ
れ
が
人
生
の
岐
路

だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
ん
な

岐
路
に
立
っ
た
時
、
私
の
背
中
を
押
し

て
く
れ
た
大
き
な
き
っ
か
け
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
文
字
数
で
は

到
底
収
ま
り
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
で

す
が
最
終
的
に
、
背
中
を
押
し
、
側
で

支
え
て
く
れ
た
の
は
父
と
母
で
す
。
先

生
に
な
る
道
は
と
て
も
緩
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
く
じ
け
そ
う

な
と
き
２
人
は
い
つ
も
応
援
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
父
と
母
、
教
員
採
用
試
験
合

格
に
向
け
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
大
学

の
先
生
、
教
員
養
成
予
備
校
の
先
生
、

友
人
た
ち
、
そ
し
て
私
。
み
ん
な
の
願

い
が
一
つ
と
な
り
、
教
員
採
用
試
験
合

格
と
い
う
カ
タ
チ
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
校
の
先
生
と
な
り
早
い
も
の
で
も

う
１
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
学

校
の
生
徒
た
ち
は
本
当
に
可
愛
い
で

す
。
春
か
ら
は
担
任
を
持
ち
ま
す
が
、

生
徒
た
ち
の
進
路
実
現
の
た
め
に
し
っ

か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
み
ん
な
が
私
に
し
て
く
れ
た
よ

う
に
。

 

現
代
生
活
学
部 

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科 

　

藤
田  

恵
子
　
研
究
室

東
京
家
政
学
院
大
学

研究室
紹介
58

　

私
は
、
東
京
家
政
学
院
大
学
で
主
に

被
服
制
作
実
習
を
担
当
し
て
き
ま
し

た
。

　

１
９
２
６
（
昭
和
元
）
年
生
ま
れ
の

私
の
母
は
、
戦
前
の
女
学
校
で
し
か
服

作
り
を
学
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、
私
達
家

族
の
下
着
か
ら
５
本
指
の
手
袋
・
靴

下
・
セ
ー
タ
ー
・
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
な
ど

の
ニ
ッ
ト
類
、
ズ
ボ
ン
、
ワ
ン
ピ
ー

ス
、
簡
単
な
ス
ー
ツ
の
類
ま
で
家
庭
裁

縫
で
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、
裁

ち
ば
さ
み
で
布
を
裁
断
す
る
時
の
音
が

と
て
も
好
き
で
し
た
。
１
９
５
０
年
代

60
年
代
は
戦
後
の
物
資
不
足
も
あ
り
、

既
製
服
の
普
及
率
も
低
い
た
め
、
女
性

が
服
作
り
を
普
通
に
し
て
い
た
の
で
、

子
ど
も
の
私
達
は
服
作
り
を
見
て
成
長

し
ま
し
た
。

　

現
代
で
は
家
庭
で
服
作
り
を
し
て

い
る
人
が
少
な
く
、
ミ
シ
ン
が
家
に

な
い
家
庭
が
多
い
よ
う
で
す
。
服
作

り
の
工
程
を
見
た
こ
と
が
な
い
多
く

の
学
生
が
、
被
服
制
作
の
実
習
科
目

を
履
修
し
て
い
ま
す
。
高
校
ま
で
の

被
服
制
作
実
習
の
環
境
は
今
や
ゼ
ロ

に
近
い
こ
と
か
ら
実
習
の
経
験
が
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
学
で
制
作
実

習
を
履
修
す
る
こ
と
に
感
心
し
て
い

ま
す
。
   ”
自
ら
の
服
を
好
み
の
布
で

自
分
に
注
文
し
て
作
る
“   
を
モ
ッ
ト
ー

に
実
習
を
し
て
い
ま
す
。
１
年
生
で

シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
と
一
重
の
ス
カ
ー
ト
制

作
、
２
年
生
で
衿
付
き
、
長
袖
の
ブ
ラ
ウ

ス
を
制
作
し
ま
す
。
学
生
達
が
こ
れ
ら
を

完
成
さ
せ
た
時
の
達
成
感
が
伝
わ
っ
た
時

や
、
自
分
サ
イ
ズ
の
お
気
に
入
り
の
作
品

が
出
来
上
が
っ
た
満
足
そ
う
な
笑
顔
を
見

せ
た
時
、
こ
の
時
が
、
私
の
至
福
の
瞬
間

で
す
。
こ
の
瞬
間
を
楽
し
む
た
め
に
授
業

を
欠
席
し
た
学
生
や
、
進
め
方
の
説
明
が

ほ
し
い
学
生
に
、
一
年
中
、
空
い
て
い
る

時
間
は
対
応
す
る
こ
と
を
い
と
わ
ず
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

被
服
制
作
実
習
の
履
修
が
き
っ
か
け

で
制
作
に
興
味
を
持
ち
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
関
連
の
研
究
を

し
た
い
学
生
が
私

の
研
究
室
に
集
ま

り
、
卒
業
研
究
を

行
い
ま
す
。

生
活
デ
ザ
イ
ン
学

科
開
設
の
２
０
１

０
年
か
ら
２
０
１

８
年
ま
で
の
ゼ
ミ

生
は
34
名
で
す
。

そ
の
内
制
作
が

15
名
、
デ
ザ
イ
ン
が
３
名
で
す
。

　

学
生
と
向
き
合
え
る
の
も
２
０
１
８

年
度
限
り
と
な
り
、
少
し
寂
し
い
思
い

が
し
ま
す
。

最後のゼミ生と(左)藤田先生（大学の中庭にて）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

２
０
１
８
年
３
月

　
　

現
代
生
活
学
部 

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科 

卒
業

　

２
０
１
８
年
４
月

　
　

横
浜
市
立
高
等
学
校 

家
庭
科
教
論 

勤
務

写真は、職場の同期と静岡に日帰り旅行をした
ときのものです。同い年のため、とても仲が良
く、仕事終わりにしょっちゅう食事に行き互いに
励まし合っています。
（中央が薗部さん）


